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教育理念 ・ 方法

2022年度
研究成果

2023年度
教育・研究目標

学生が大学内でストレスなく作品制作に取り組めるよう、制作場所や作品発表の環境を整
えることはもちろん、様々な事情で制作が難しくなってしまっている学生に対しても研究
室スタッフとしてできる限りサポートしていきたい。

＜個展＞
4月「message」Open Letter , 東京
＜グループ展＞
3月「飄」OGU MAG + , 東京
7月「飄セージ」Art Center Ongoing,東京
10月「芸術激流」多摩川（御岳園－軍畑大橋）・国立奥多摩美術館, 東京
12月「助教･助手展2022　武蔵野美術大学助教･助手研究発表」武蔵野美術大学 美術館・図
書館, 東京
<アーティストインレジデンス＞
Art Center Ongoing（東京）とDOMIE（Poznań）のエクスチェンジレジデンスアーティス
トとして、2023年1月26日から3月7日までの41日間、ポーランドに滞在した。
今年度担当する学年は3年生であり、先生から課題が与えられる2年次までの必修の授業を
終え、自由制作を展開していく時期である。私自身も学生時代に自分には何が作れるのか
とても悩んだ時期であるので、悩んでいる学生の力になりたい。また学生がより良い環境
で制作できるよう、また作品の規模や展示環境などでなるべく不自由さを感じさせないよ
う、助教としてできる限りサポートしていきたい。学内に多くある共用工作センターやPC
室、イメージライブラリーなど研究室以外の場所を活用できている学生がそこまで多くな
いように感じるので、積極的に案内できたらと考えている。
また、研究においては、私自身の出自についてのテーマで作品を作りたいと考えている。9
月に個展を予定しているためそこで発表したい。
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